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教育委員会　第10回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成25年3月7日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：15：30～16:10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   場　所：病院メンタル4階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小島　怜
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜連絡事項＞

・3/6(水)委員会ヒアリングにて、講師依頼の仕方が雑との指摘あり。講師依頼は、研修予定の1ヶ月前に行い、メールだけで済ませるのではなく、必ず顔を合わせて打ち合わせる機会を設けること。

＜講事内容＞

●3月研修予定

　院内研修：３月１９日・２１日　　講師:相馬ＪＧＭ

インシデントについて～インシデントドリルを活用したグループワーク～

　苑内研修：３月１９日・２０日　　講師:森崎ＡＯＭ

職場倫理と法令順守について

· 何れも、USBの制限についての説明（10分程度）を電算化委員会から行う予定。苑内研修では、説明を誰が担当するのか、村山ＡＯＭへ確認しておく事。（担当：佐々木）

●来年度の研修予定について

　例年を振り返り、6月からの取り組みでは遅いと感じる。繁忙期（8月及び12月）を避けて開催する為にも、次年度は5月から取り組みを開始する。委員会人事が発令する前までは、現メンバーで取り組む。

1 法人研修概要

　　　開催予定日：開催月の第１火曜日・水曜日

　　　開催場所：原則　メンタルケア病棟4階千葉記念講堂

　　　必須項目：感染関連1件　精神保健福祉法関連1件　個人情報保護関連1件

	開催月
	テーマ
	講師
	委員会担当

	6月
	感染症関連研修
	感染対策委員会

佐藤志穂
	

	7月
	メンタルヘルス
	
	

	9月
	防災関連
	
	

	10月
	精神保健福祉法関連
	
	

	11月
	特別講演
	
	

	1月
	
	外部医師講師
	

	2月
	個人情報保護関連
	
	


※　各自、1月テーマと特別講演の演者を考えておくこと。

2 院内研修概要…担当：土岐江利子・久保雅子・貝塚寿子・小向SGM

　開催日：開催月第3週火曜日・水曜日

　形式：講議＋グループワーク

　必須項目：感染予防1件　精神保健福祉法関連1件　事故対策関連2件　薬品衛生管理1件（2月）防災関連1件

	開催月
	テーマ
	講師
	担当

	5月
	接遇（電話対応について）
	福士亜希子
	佐藤・土岐

	6月
	
	
	

	7月
	
	
	

	9月
	
	
	

	10月
	
	
	

	11月
	
	
	

	1月
	
	
	

	2月
	
	
	

	3月
	
	
	

	
	
	
	


· 担当者は次回委員会(4/4)までに、テーマと講師を埋めること。

3 苑内研修概要：担当…土岐大介・赤坂優希・吉田幸平・佐々木正憲　（新田裕佳）

開催日：開催月第3週火曜日・水曜日

形式：講議＋グループワーク

必須項目：認知症関連1件　接遇1件　事故対策1件　職業倫理1件　感染対策1件　緊急時対応1件　防災関連1件

	開催月
	テーマ
	講師
	担当

	5月
	接遇（電話応対について）
	福士亜希子
	赤坂・高橋

	6月
	
	
	

	7月
	
	
	

	9月
	
	
	

	10月
	
	
	

	11月
	
	
	

	1月
	
	
	

	2月
	
	
	

	3月
	
	
	


※　担当者は次回委員会(4/4)までに、テーマと講師を埋めること。

4 医療福祉学会へ向けて

医療福祉学会の進め方

　・4月に演題募集ができるように、金子委員長が企画書第一弾を作成･提出していく。

· ９月１５日抄録提出(全法人職員)

→事務職員含め、全員が何らかの研究に携わるように。

· 各自、特別講演の演者を考えておくこと。

→現段階で、秋田日赤看護大学の先生を検討中。6月に「介護の学校」で講演がある為、出席し、情報収集をしていく予定。（金子委員長）

· 医療福祉学会の案内を近隣の精神科病院に配布していたが、指摘があった為来年度には、「ＦＯＲ」の発送に合わせ、老人保健施設や精神科病院関係に配布予定としている。

・問題点や分からない事については、委員メンバー全員に経過が分かるようメールをする事。

★研修参加率　データ管理は主に総務：高坂さんの仕事。

★研修の方法（講師への依頼なども含め）

　　　今年度は研修の方向性を明確にする

　　　　・法人研修→基礎知識の習得（必要技術の総論的役割）

　　　　　　　　　　プロとして成長する為のモチベーション作り

　　　　　　　　　　プロとして必要な知識の習得

・院内及び苑内研修

　　上記法人研修内容を含め、現在精神領域及び高齢領域で必要な知識の習得

　　（法人研修が総論ならば、院内及び苑内研修は各論）

　　　　　　　　　　　　　　↓

　よって、いずれの研修担当者も内容を吟味する必要性あり。

＜次回委員会＞

日時：平成25年4月4日（木）

場所：青南病院2階　会議室
